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いわき市鹿島町下矢田応急仮設住宅で３月11日、東日本大震
災から３年を迎えたこの日、午後２時30分から「追悼の会」が
開催されました。
復興への願いを込めて、住民たちは灯ろう約150基を作成し
ました。午後２時46分からは灯ろうで形作った「３．11」を
前に、犠牲となられた全ての方々に対し哀悼の意を表すべく、
集まった住民約40人が大熊町の方角に向かって黙祷を捧げ、犠
牲者の冥福を祈りました。
また同日、好間工業団地第三仮設住宅集会所でも追悼式が開
かれ、地震が発生した時刻に海の方角に向かい黙祷を行いまし
た。当日は約30名が集まり、黙祷を行った後も集会所に残り、
震災時の体験や故郷の思い出などを語り合っていました。

おくやみ申し上げます
死亡者名 年 齢 住　所

大　内　文　男 94 歳 諏 訪
澤　内　義　清 71 歳 大 野
末　永　キミ子 80 歳 滑 津

死亡者名 年 齢 住　所
石　川　行　夫 91 歳 西 大 和 久
中　野　ミツヨ 96 歳 南 台

　賀　孝　市 90 歳 長 者 原
渡　邉　順　子 58 歳 中 央 台

2014年（平成26年）2月

埼玉県へ避難している皆さんへ

『ひまわりサロン』
◆日　時　４月17日（木）
　　　　　10：00～14：00
◆場　所　川口市立
　　　　　グリーンセンター
　　　　　（川口市新井宿700）
　　　　　※正門前10：00集合
◆その他　お弁当は持参もしくは
　　　　　園内で調達

◆日　時　４月20日(日)
　　　　　9：00～12：00 
◆場　所　社団法人茨城県産業会館
　　　　　(水戸市桜川2－2－35)
◆駐車場　産業会館の駐車場を
　　　　　ご利用ください
◆内　容　弁護士による種々の
　　　　　法律勉強会及び個人相談
◆その他　町民同士の情報交換

【お問い合わせ】　
ひまわりの会　☎080-5431-0123（島田）

大熊町避難者コミュニティ
「積小為大の会」のご案内
４月の定例会は次の通り開催します。

【お問い合わせ】　
野田朋弘（日立市）☎090-8423-5608
Email：tomohiro-n@higashi-t.com

茨城県に避難の大熊町のみなさんへ

輪になろう！ ふみ出そう！

いわき市の仮設住宅で東日本
大震災の追悼が行われました

好間第三仮設での黙とう

下矢田第一仮設での黙とう
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茨城県の町民コミュニティ紹介（第１回） （３号にわたってご紹介します）

「積小為大の会」――小さな出会いを大きな希望に

茨城県で開かれている「積小為大（せきしょういだい）の会」は、活動２周年を迎えました。コミュ
ニティに参加するみなさんは、どんな表情をしているのでしょう。この集まりは、どんな想いで
続けられているのでしょう。最近の試みと、町の将来にかける想いとあわせて、振り返ります。

■ため息と笑い
「ほんとに、私たち普通のことをしているのに。電化製品を買っても、自分のポケットから出し

てる。なのに、お金あるからね、と言われる。」
「いつまで経っても、私たちって「避難者」なんだよねぇ。」
「なにをやっても、そんなのがついてくる。いつまで、このままなんでしょ……。」

（平成25年11月24日）

自分たちに向けられる風評や、心ない言葉。先行きへの不安。ふだんの思いを吐きだしてみると、
同調する声が重なります。
「このままだと、町はバラバラにされてしまいますよ。」
「またですね。町民が対立するようにするのが、狙いなんでしょうか。」
「煙のないところに火は立たない、ですよね。国のほうでは、だいたい方針が決まっちゃってる

んじゃないでしょうか……」� （平成25年11月24日）

同じ町民なのに、国の政策が違ってくる。町のまとまりは、ちゃんと保たれるんだろうか。こ
うした真剣な話題になることもしばしばです。

浜通りでの生活を、ふと振り返ることもあります。茨城県産の大豆で、味噌を作ってみません
かという案内があったときのこと。
「昔は、うちで作ってたよねぇ。」
「どのくらい作るんですか？」
「一回で、５キロは作るのよ。」
「へぇ、やってみたい。」
「行ってみましょうか、味噌づくり。」� （平成26年1月25日）

こう意気投合して、先月は茨城県のボランティアさんの協
力で味噌づくりにチャレンジしてきました。

みなさん、大熊にいたときから接点があったわけではあり
ません。それが今では、色々な話をするようになりました。
ため息がこぼれる。かと思うと、笑みもこぼれる。怒りや喜
びを分かち合いながら、一日一日を歩んできました。

▲弁護士さんも加わって情報交換

　平成 26 年 1 月 25 日
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■一年目――町との繋がりをつたって
「３．11の日から、誰もが大変な思いをしている。辛い思いを味わってきたのは、大熊町民なら

同じはずだ。みんなで集まって、声を上げていきましょう」。
震災と事故で避難生活が始まってから、早くも一年が経とうとしていた２月11日。呼びかけ人

の浅野さんは力強く語りました。
この日、８名の町民が日立市に集まりました。やはり呼びかけ人の野田さんを中心に声を掛け

合いました。会津からも町議員さんがかけつけました。
参加した町民からは、「町の動きを知りたい」。「今後

どうしていったらいいか、意見交換をしたい」。こうい
う声が上がり、コミュニティが立ち上がります。

「小さなことを積み重ね、大きなことを為し遂げよ
う。」

「積小為大の会」という名称が決まったのは、翌月の
集まりでした。町ゆかりの偉人、二宮尊徳からとっ
た言葉に、大熊町への想いを重ねます。

当初の課題は、「必要な情報がこない」「国の情報、町からの情報では分からないことが多い」
ということでした。当時はまだ、財物賠償の方針も
出てきていませんでした。先行きに対する不安が
募っていました。

そのため、コミュニティでは、町から情報を得る
ことを大事にしてきました。役場や議員とも連絡を
取り合って、必要な情報を得ながら進めてきました。

丸一年が経って、平成25年３月に総会を行いま
した。議員団も加わり、食事会を設けました。町を
巡る課題は、このときもなお山積していました。そ
れでも、一年ということは大事な節目になりました

（写真）。

　長く、先の見えない二年間でした。それでも、集まりは月に一度のペースで24回を数えまし
た。
「あっ」という間に過ぎた二年間でもありました。コミュニティを立ち上げた日のことが、昨日

のことのように思い出されます。
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▲『江戸の家計簿――家庭人・二宮尊徳』の

著者、新井恵美子さんの講演

　平成 25 年 12 月 21 日

▲町議員団とテーブルを囲んで　

　平成 25 年 3 月 17 日

【お問い合わせ先】
小さな出会いを、大きな希望に。
ご連絡をお待ちしています。
積小為大の会　代表　野田朋弘
☎090-8423-5608　
mail : tomohiro-n@higashi-t.com

今回の記事を寄稿させていただきました。
首都大学東京／関西大学　研究員　吉田耕平
☎080-3818-6091
mail : kohei_y_jiminer@yahoo.co.jp
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この印刷物は、環境にやさしい
「大豆油」インキを使用しています。
この印刷物は、環境にやさしい
「大豆油」インキを使用しています。

大熊中学校卒業証書授与式が３月13日に会津大学短期大学部の体育館で、大熊幼稚園修了証書授
与式が３月19日に幼稚園広田園舎で、大野小学校・熊町小学校卒業証書授与式が３月20日に同小学
校体育館で挙行され、希望を胸に学舎を後にしました。

子どもたちが学舎を巣立ちました
―卒業式・卒園式―

大野・熊町小学校

大熊中学校

大熊幼稚園


